
第１回常任理事会議事録

日 時 平成 21 年４月 21 日（火） 19 時～ 21 時 00 分

会 場 宮崎市郡医師会臨床検査センター 食堂

参 加 日野浦 津曲 岩田 日高 佐藤 花牟禮 内山 松尾 伊豆 清山

欠 席 田邉

議事録担当： 伊豆

・第 10 回常任理事会議事録確認

・報告事項

1 、会長挨拶

・日臨技関連報告事項なし。

・各理事は任期あと 1 年を宮臨技のために力を惜しむことなく頑張ってほしい。

2 、事務局

①事務

・事務連絡

・ 3 月 23 日、日臨技より共催公益目的事業分担金の送金があった。

・平成 21 年度法人県民税均等割申告納付書が着たので、横山司法書士に委託した。

・九州医学検査学会（長崎）の一般演題募集要項を配布した。

・プライマリ・ケアニュース 47 号の原稿依頼が着ている。。

・平成 20 年度日臨技標準化事業データ集が届いた。

・平成 21 年度第 1 回定期総会の委任状 286 票について、日臨技にFAX報告をした。

・ 9 月開催予定の一般検査研修会について、開催実務担当の「快諾」回答をした。

・宮崎血管バイオメカニクス講演会について、フクダ電子(株)と宮臨技の共催とすることとした。

・ 3 月 30 日開催の県保健・医療・福祉関連団体協議会講演会に出席した。

・マンション総会で決議されたカラーモニター付きインターホンの取り替え工事が完了した。（事務所）

・黒住医学研究振興財団より、平成２ 1 年度研究助成の案内が着ている。

・日本大腸検査学会九州支部より、案内文書が着ている。

・永年職務奨励者表彰の該当者 4 名の内、平成 21 年度会費未納入 2 名は、受賞を辞退することとなった。

・平成 21 年度「宮崎県医療功労者知事表彰」候補者に岩田副会長を推すこととした。（辞退）

②庶務

・３月開催の生涯教育は４件。

・平成 2 １年度の会費未入金者が 63 名おり、現理事の内、児湯地区理事が未納である。

・県職員の異動があり、入退会と共に 4 月の会報に掲載した。

③会計（代理報告；日高）

・出納帳簿を作成した。

・賛助会員 7 社から平成 21 年度の入金があった。

・銀行の振り込み手数料を節約するため、キャッシュカードを作成したい。（了承された）

・「前期繰越収支差額」の予算額と執行額に、 4 月以降の会費納入と日臨技への送金時期のズレにより

相違が生じている。現状では、残高証明書が監査を受けているので、雑収入に計上して額を調整しない

方がよい。

・平成 21 年度「機関誌発行費」予算額 25 万円を会誌印刷費を考慮し、前年度予算額 30 万円と同額とする。

・賛助会員の連絡責任者名簿を作成した。

・常任理事の役員手当支給未払いについて、理事会出席分の交通費を支給することとした。

3 、組織

・平成 21 年度定期総会について

議案書案を作成した。審議事項で検討の上、会員に配布する。

・平成 21 年度「宮崎県医療功労者知事表彰」は岩田副会長が辞退の為、今回は推薦者無しとなった。

4 、学術

・定期総会での特別講演について

宮崎大学医学部１病理の浅田教授に講演依頼をすることとした。60分程度の内容でお願いする。



・４月18日開催の一般研究班研修会で、受付端末の操作に不手際があり、参加者名簿の記載を省略した為、

データ消失により、JAMTISへの参加登録ができない状況になった。

県内の参加者には、詫び状の送付とホームページ掲載により案内し、佐賀県からの参加者については、

佐賀県技師会を通じて、連絡をいただけるよう文書を送付する。その後、JAMTISへの参加登録を行う。

・９月開催の「平成21 年度形態検査研究部門研修会」について

宮臨技ホームページ上に研修会専用のページを作成し、連絡事項等を適時配信したい。（了承された）

研修会参加への各都道府県技師会宛に協力要請文書を発送する。熊本県からは早急に依頼された。

・長崎県技師会より、「第44回九州医学検査学会」のシンポジウムについて、シンポジストの推薦依頼がきている。

50歳代以上で技師長級。古賀総合病院、大学病院にお願いしてみる。

・臨床化学・血液研究班合同研修会について

6月19日開催の宮崎血液疾患検討会の翌日、別会場で研修会を開催する予定である。

2日目の講師への謝礼金・宿泊費、会場使用料の予算書が挙がってきている。

今回はスポンサー企業との共催の為、2万円のみ助成し会場使用料は企業の担当者と再協議してもらう。

また、非会員からの参加費は共催のため徴収はしない。

・研究班・地区開催の研修会にかかる予算について

年度当初に支給する活動費で不足する諸経費を、理事会に申請し補助金を助成しているが、年度の後半では

予算が不足することがある。今後は年度当初に年間計画を提出し、活動費で不足する諸経費については2万円

を上限に助成することとする。また、非会員の研修会参加については、主催の場合のみ、3千円徴収し研究班・地

区活動費として運用する。年度末には事業報告と併せ会計報告をする。プロモーションコードに抵触しない。

以上を定期総会にて年間事業計画に織り込む。諸規定・規約を確認し、更新または追加とする。

審議事項

①定期総会について

日時 平成21年5月31日 9時30分開始

会場 宮崎市郡医師会 視聴覚室

・役割担当

1)横断幕・垂れ幕・式次第

総会については式次第のみ作成。（担当：伊豆理事）

特別講演の垂れ幕は業者に依頼。

2)集合時間 8時30分

3)受付担当 伊豆理事、清山理事

4)進行担当 宮崎市郡医師会臨床検査センターから

5)開会の辞 津曲副会長

6)議長 野口技師（宮崎江南病院）、県立宮崎病院から（長友技師または谷口技師）

7)書記 古賀総合病院、宮崎大学附属病院検査部から

8)議事録署名人 宮崎市郡医師会臨床検査センター、健康づくり協会から

9)会長挨拶 日野浦会長

10)事務局 日高事務局長

11)組織報告 佐藤理事

12)学術報告 松尾理事

13)閉会の辞 津曲副会長

14)音響・照明 花牟禮理事

15)特別講演座長 日野浦会長

・今後のスケジュール

議案書原稿はほぼ出そろっている。会計報告・監査が揃い次第、南印刷に依頼。総会日程から逆算して進める。

特別講演の垂れ幕制作依頼。式次第の準備。委任状の回収。

・その他

日南、延岡地区からの事業報告が未提出。

次回 平成21年5月19日(火)または26日（火） 開催予定


